
 

                                      2013 年 5 月号 

平成 25 年度年間テーマ 『自分達で築こう新しい釧路』 
 

■ 平成 25 年 5 月 例会報告 【執行部担当例会】  
題  目  『人口減少時代における釧路市の将来展望～経済・財政から考える～』 

開催日時  平成 25 年 5 月 16 日（木曜日） 午後 6 時 30 分～ 

開催場所  釧路キャッスルホテル   

出 席 者  第一部会 8 名 第二部会 7 名 第三部会 5 名 第四部会 6 名 

      合計出席者数 26 名（全 46 名）  出席率 56.5％ 

 

   
 

■■■■■■■■■■ 例会報告 ■■■■■■■■■■ 

■ 会長挨拶■ 
ようやく各地の天気もよくなり、気温も上昇してきましたが、釧路地方はまだまだ寒い日が続いておりま

す。 札幌の桜も１０日程遅い、１３日頃にようやく咲き始めたとのニュースで案内がありました。 

 釧路の桜は平年１７日頃となっているようですが、まだまだ咲きませんね。 １０日位遅くなるのではな 

いでしょうか。 早く暖かくなってほしいものです。 

 さて、５月例会は本日お見えの釧路公立大学の下山先生にご講演をお願い致しました。  

釧路が人口減少してもその場に見合った街つくりができるのでないかと思い、街つくりの構想を頭に幾つか 

描いている下山先生のところへ、講演依頼に行ってきました。 釧路に住んで大学に初めて入ってきました 

が、非常にオープン的で昔、私たちが通っていた頃の大学のイメージと違っていて、学生がのびのびと学べ 

る良い環境だと感心したり、何十年かの間に変わったなあと感心して帰ってきました。 

 本日は限られた時間ですが、宜しくお願いします。 

 

■例会内容■        

はじめに、関川孝輔会員より５月３日(金)に行われた結婚祝賀会のお礼の報告がありました。 

【講演内容】  

 釧路公立大学 経済学部 准教授 下山 朗 様 講演 
① 報告の概要と問題意識 

 釧路地域を巡るポジティブなニュースは釧路空港における台湾定期便就航やバルク港の進展などがあ

ります。 一方、ネガティブなニュースはＴＰＰの参加交渉・人口減少・地域経済の衰退(中心市街地)な

ど私たちは、「地域経済・社会の現状」と「全国・国際的な動き」の双方をしっかりと認識する必要があ

ります。 

② 釧路市(釧根地域)の人口は北海道内で比較するとどうなるか？ 

人口は、道央一極集中であり、道東地域は意外にも道北、道南と比べて人口減少幅が小さいが、十勝地

方が一定の人口規模を維持しているため、道東の減少幅が小さかったが、釧路・根室は共通した人口減少

の課題があります。 

 

 



③ 釧路市内の人口および企業はどうなっているのか？ 

【人口】 

愛国地区、橋北地区、鳥取地区が多く、中心市街地である橋北地区、鉄北地区等は、人口という意味 

では中心的役割を果たしていない→スプロール現象 

【企業総数】 

 大楽毛地区、鳥取地区等が中心であり、産業分類で見ると第二次産業であります。 橋北地区は、従 

来より飲食業を中心とした第三次産業が中心であります。 一方、近年伸びてきている愛国地区は、二

次産業、三次産業がバランスよく伸びてきています。 

【産業小分類で見ると・・・】 

 建設業は愛国地区、鉄北地区に多く、サービス業は橋南地区、橋北地区だけではなく、鳥取地区にも

多い。 卸売・小売・飲食店も同様である。 製造業は、大楽毛地区に多く集積しています。 

④ 釧路市の財政を巡る現状はどうなっているのか？ 

1） 財政状況は悪化の一途をたどっています。 

2） その理由として、経済状況悪化に伴う地方税収減があります。 

 ・所得を表す市民税(個人・法人とも) 

 ・地域の活性化を表す固定資産税 

3） 固定費として考えられる「生活保護」を中心とした社会福祉に充てられる「民生費」の額がうな

ぎ登りであります。 

⑤ 人口減少時代を生き残るために、何をすればよいのか？(まとめ) 

1） 人口減少時代というけれども、「いつ」「どれぐらい」減るのかをしっかり認識する必要がありま

す。 

2） 人口減少は「なだらかに下がっていく」現象であるが、私たちの生活に直結する“店が無くなる”

などは突然発生するため、そのあたりがどこにあるのかを考える→まだ対応できることもあるか

考える必要も？ 

3） 企業は存在することで地域に貢献していることも非常に大きです。 住民との共存共栄を図るた

めに、「新たなコミュニティの醸成」が必要です。 

 講演後、質疑応答では、服部会員、杉山会員、谷口会員、渡辺会員より質問がありました。 

 下山先生には、資料等を使い、釧路の人口、財政についてとてもわかりやすくお話しして頂きました。 

 ■部会活動報告■ 

第一部会 5 月 9 日(木)ｷｬｯｽﾙﾎﾃﾙ 5 月 25 日(土)社務所  第二部会    無 

第三部会 5 月 8 日(水)ｷｬｯｽﾙﾎﾃﾙ              第四部会    無 

■■ 事務局連絡 ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

     ・各部会にて意見を集約しておりました、会員名簿、会則ですが、会報綴りにも含まれても 

     良い、との意見が多くありましたので追加することに決定しました。後日配布致します。 

      

・手帳の修正、会員名簿追加ページの作成ですが、先のファイルに追加で対応しますので、 

今期は作成しないことに決定しました。 

      

・今後の年間行事で未定の宿泊研修ですが、宿泊地を川湯とすることに決定しました。 

 

１．やむなく例会欠席予定を変更される方は部会長か事務局長への連絡をお願します。 

 ２．円滑な会の活動を進めるために、年会費の早期納入をお願いします。 

   ３．会員増強を推進しています。推薦される方は事務局までお知らせください。 

   ４.例会に於いては必ず会員バッジを付けてください。 

   ５.メールによる会報発送にご協力下さい。 

   ６．ホームページでは、カラーの会報、写真、過去の記念誌、会報などがご覧いただけます。 

         どうぞご利用ください。アドレスは URL http://www.marukoo.com/as/ 

 

http://www.marukoo.com/as/


 

釧路あすなろクラブ 

6月例会のご案内 
 

  ５月例会は、釧路公立大学 准教授 下山 朗先生より『人口減少時代における釧路市の将来展望～経

済・財政から考える～』の題目で経済、財政の両面から釧路の「マチ」について講演して頂きました。 

  ６月例会は、年間テーマ『自分達で築こう新しい釧路』より、工業をテーマとして第一部会に発表して

頂きます。 

・・・・・ 6月例会 ・・・・・ 
 

■ 例会内容■ 部会担当例会   第一部会担当(工業) 

           題目 『新婚  関川  家を建てる！』 

          何時立てる？・・・・今じゃない 

 

       講師  第一部会会員 

■ 開催場所■ 釧路キャッスルホテル 
 

■日  時■   平成 25 年 6 月 13 日（木曜日） 

         食事  午後 6 時～    

         例会  午後 6 時 30 分～ 
 

■出欠連絡■  締め切り  6 月 5 日（水） 必着 
  ★出欠・食事の有無に○を付け、各部会長さんへＦＡＸお願いいたします 
 

 

氏名           
 

6 月例会  出席  ・  欠席 

 

食事   有  ・  無 
 

■ 各部会長のＦＡＸ番号■ 

一部会 安代久仁  36-7892   二部会 前田俊明 24-9538 

三部会 杉本眞美  92-5259   四部会 岩田義雄 65-9731 

会報のメール配信をしております。メール配信をご希望される方は PDF 形式に

てメール配信をいたしますので事務局次長 久保 までメールをください 

皆様のご協力よろしくお願い致します 

久保ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ【 kuboban@ark.ocn.ne.jp 】 携帯 090-5076-0511 


